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韓国民家における部屋の呼称の地方差について（Ⅱ）
―主寝室の呼称にみる中部地方と嶺南地方の対比を中心として―
佐々木　史　郎
序
居住文化の地域的な特徴を把握するうえで、屋
根型 ･ 間取り ･ 建築材料など有形の文化要素のほ
かに、建築儀礼 ･ 部屋の使用慣行 ･ 家屋各部の呼
称といった無形の文化要素も、しばしば研究者の
着目するところとなる。韓国の文化地理学研究に
おいて、民家の地方性を扱った研究はかなりの蓄
積をもつが、その先駆的な役割を果たした一人で
ある李泳澤（1965）は、いくつかの部屋の呼称が、
間取り形式の地方的な類型区分の補助的指標とな
りうることを示唆している。実際、それに関連し
て筆者が予察的な検証を試みた前稿においても、
在来民家の間取り形式を異にする中部地方と南部
地方との間で、主寝室の呼称が異なる様子を確認
することができた（佐々木、2007）。
本稿では、その続編として、そうした主寝室の
呼称における中部地方と南部地方、とくに南東部
の嶺南（ヨンナム）地方 1 との対比に関し、追加
の調査結果をふまえた検討を行うこととする。
Ⅰ . 前回調査の概要と課題
李（1965）は、地方民家の間取りの類型区分と
その分布域を提示した際に、各地方の民家型を特
徴づける要素の一つとして、主寝室の呼称をあげ
た。すなわち、ソウル ･ 京畿道を中心に分布する
中部型民家では「アンパン」（안방：内房の意）、
南西部の湖南地方と南東部の嶺南地方にかけての
南部型民家では「クンバン」（큰방：大房の意）
の呼称が多用されるとの指摘である 2。
前稿では、それをうけて、これら「アンパン」･「ク
ンバン」の使用地域の把握を目的に、いくつかの
調査を試みた。その内容は、既往文献に収録され
た間取り図記載の部屋呼称の抽出 ･ 集計と、日本
在住の韓国人留学生へのアンケート調査による自
身および両親の出身地における「アンパン」･「ク
ンバン」の使用傾向の整理である。このアンケー
ト調査では、さらに、主寝室と対比される副次的
寝室の呼称についても設問を加えた。
まず、既往文献から抽出された主寝室の呼称は、
慶尚南道（8 カ所）･ 全羅北道（7 カ所）･ 全羅南
道（17 カ所）がいずれも「クンバン」のみ、慶
尚北道（7 カ所）は「アンパン」4 カ所 ,「クンバン」
3 カ所という内訳であった 3。それ以外で「クン
バン」の記載がみられたのは忠清南道の 1 カ所の
みで、他のソウル ･ 京畿道（7 カ所）、忠清北道（7
カ所）、江原道（8 カ所）は、すべて「アンパン」
のみであった。忠清北道も「クンバン」1 カ所以
外の 5 カ所が「アンパン」であり、全体として、
中部以北に「アンパン」、南部地方に「クンバン」
という違いが顕著であった（佐々木 2007、p.5）。
一方、2006 年当時の留学生 47 名に対する第一
次アンケート調査では、上記の分布とは若干異な
る傾向が現れた。全体では「アンパン」33 例に
対して、「クンバン」が 14 例であったが、留学生
自身の出身地でみると、「アンパン」33 例のうち、
慶尚北道が 7 例で、ソウル ･ 京畿道の 9 例に次ぐ。
「クンバン」はソウル ･ 京畿道の 6 例、釜山 ･ 慶
尚南道 6 例および全羅南道 2 例のみで、慶尚北道
を含む他地域には現れない。
さらに、両親の出身地でみても、「アンパン」
33 例のうち、慶尚北道が最多の 7 例を数えたほか、
その他の南部各道でも、全羅北道 5 例、全羅南道
4 例、釜山 ･ 慶尚南道 3 例という結果となった。
「クンバン」は釜山 ･ 慶尚南道 6 例をはじめ、全
羅南道 3 例、慶尚北道 3 例、全羅北道 1 例で、他
はソウル ･ 京畿道の 2 例と南北不詳の忠清道 1 例
であった。
これらの結果から、中部地方と南部地方におけ
る「アンパン」と「クンバン」の使い分け、とく
に南部地方への「クンバン」の偏在がある程度確
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認された一方で、南東部の嶺南地方の中での両者
の混在状況については、慶尚南 ･ 北道の対比や慶
尚北道内の地方差を中心に、さらに詳しい検討が
必要と思われた。また、南西部の湖南（ホナム）
地方では、全羅北道とその北に接する忠清南道に
かけて資料が乏しく、状況の把握には至らなかっ
たため、課題を残した。
Ⅱ . 本研究の調査の対象と内容
上記の結果をふまえ、本研究では、「アンパン」
と「クンバン」の使用傾向に関する全国的な資料
の拡充と、中部地方 ･ 嶺南地方の対比状況の把握
を進めるため 2010 年に行った第二次アンケート
調査の結果をもとに、検討を行った。
このアンケート調査は、嶺南地方出身者の多い
釜山大学地理教育科と、首都圏以外に全国各地か
らも学生が集まるソウルの祥明大学地理学科に依
頼し、学生に用紙を配布して記入を求める方法で
行った。主な設問項目は、自宅での主寝室の呼称、
自宅所在地及び父母の出身地である。
前稿では、厨房の呼称である「プオク」（부엌）
と「チョンジ」（정지）、副次的寝室に用いられる
「コンノンバン」（건넌방）4 と「ウッパン」（웃방）
5 などについても言及し、とくに「コンノンバン」
･「ウッパン」については、「アンパン」･「クンバン」
との対応関係について、ある程度の感触を得たが、
本研究では主たる調査項目からは除外した。これ
らの呼称は本来間取り上の位置に由来するもので
あり、在来の間取り形式が衰退した今日では、意
味が薄れている。また、男性用の書斎兼接客室と
しての「サランバン」6 も、すでに多くの家庭で
その機能が不要視され、呼称ともども衰微してし
まっている。実際、主寝室以外の部屋の呼称を補
足的に列記させたところ、これらの伝統的呼称の
回答は皆無であった。
それに対して、主人夫婦ないし主婦の起居する
部屋は、現代の住生活においても、その機能が維
持され、間取りの如何にかかわらず、依然として「ア
ンパン」または「クンバン」の呼称でよばれるこ
とが多い。そのため、今回の調査においても、各
地方の使用傾向に関し、まとまった数の資料が得
られるものと期待された。
このアンケート調査での回収数は釜山大 55、
祥明大 115 の計 170 例で、うち同一学生による重
複回答と思われる 3 例を除外した残り 167 例を有
効回答とした。
なお、今回、補助的な項目として、自宅の家屋
形式も加えたが、その集計結果では、①在来式
単独住宅が 4 例（2.4％）、②現代式単独住宅が 31
例（18.6％）、③集合住宅（連立住宅 / アパート ･
マンション等）が 130 例（77.8％）、④その他が 1
例、無記入 1 例という内訳になった。このうち全
体の 8 割近くを占める③では、「アンパン」84 例
（64.6％）、「クンバン」44 例（33.8％）という内
訳になるが、これは、回答総数 167 例における「ア
ンパン」（112 例、67.1％）と「クンバン」（52 例、
31.1％）の比と大差がない。そのため、これら両
呼称の使用傾向を集計するにあたって、家屋形式
の違いはとくに考慮しないこととした。また、2
位の現代式単独住宅では、両呼称の差が 26：4 と
拡がるが、回答数が 2 割に満たない少数であり、
全体傾向を類推するには不十分と判断した。
民家研究の既往文献はいずれも在来式の単独住
宅を対象としたものであったが、現代住居ではア
パート・マンションの比率が急増しており、住文
化における現代の言語習慣をみるには、これら多
数を占めるアパートの状況も対象とする必要がある。
ちなみに、2005 年の統計では、住宅の全戸数
約 1249 万 4800 戸のうち、アパートが 662 万 7 千
戸で 53％を占める。単独住宅は 398 万 5 千戸で
31.9％にとどまった 7。2000 年の統計では、住宅
総戸数約 1095 万 9300 戸のうち、アパート 523 万
1300 戸（47.7％）、単独住宅 406 万 9500 戸（37.1％）
となっており 8、アパート人気の拡大がうかがわ
れる。今回のアンケート調査におけるアパート比
率の高さも、こうした状況を反映したものとみる
ことができる。
Ⅲ . 自宅所在地からみた主寝室呼称の地方的傾向
このアンケート調査の有効回答 167 例のうち、
「アンパン」･「クンバン」以外の呼称を記入した
のは 3 例のみであり 9、残りの 164 例は「アンパ
ン」112 例（68.3％）、「クンバン」52 例（31.7％）
に大別された。これを自宅所在地別に整理したの
が表 1 である。
全体として優勢を示した「アンパン」について
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は、中部地方が 80 例を占めた。これは「アンパン」
の総数 112 例に対して 71.4％、中部地方の回答数
96 例に対しては 83％に相当する大きい比率であ
る。また、「クンバン」が過半を占めた嶺南地方
でも、全 52 例中、「アンパン」は約 43％に相当
する 25 例を数えた。
今回の調査では、中部 ･ 嶺南を除いた他地方に自
宅をおく回答数は 10 例に過ぎず、地方的な傾向を
みるには不十分であったが、うち「アンパン」は 7
例であった。湖南地方でも全 5 例中、3 例が「アン
パン」と回答しており、今日では、この呼称が南部
も含めて広く行き渡っている様子がうかがわれる。
一方、主寝室の呼称を「クンバン」と回答した
52 例についてみると、嶺南地方の 2 道 ･3 広域市
の合計が 33 例に上る。さらに、南西部の湖南地
方の分も加えると、35 例となる。これは「クン
バン」全体の 67.3％に相当しており、このことか
らも、「クンバン」の使用地域が南部に偏る様子
がうかがわれる。
なお、中部地方では「クンバン」が 16 例（ソ
ウル 10、仁川 0、京畿道 6）と、比較的まとまっ
た数を示しているが、これは全国各地から人口が
流入する首都圏という場所柄ゆえに、さまざまな
地方の言語習慣が持ち込まれ、混在しているため
とも考えられる。そこで、これらの「クンバン」
16 例について、父母の出身地をみたところ、父
母の双方もしくはどちらか一方が南部地方出身と
いう回答が 14 例に上った。内訳は、嶺南地方同
士が 2 例、湖南地方同士が 6 例、嶺南と湖南の組
み合わせが 1 例、どちらか一方のみ南部地方出身
は 5 例（嶺南 4、湖南 1）となり、南部地方出身
を含まないものは 2 例のみであった。このことか
ら、中部地方における「クンバン」呼称の使用に
南部出身者の存在が関わっている様子をみてとる
ことができた。
また、父母のどちらか一方のみ南部地方出身と
いう場合、もう一方はソウルという回答が 3 例あ
り、南部地方出身を含まない組み合わせの中にも、
ソウル出身者同士が 1 例含まれていた。人口流動
の顕著なソウル ･ 京畿道の状況を考えると、その
前の世代における他地方からの流入という可能性
も十分考えられよう。
図１. 既往文献記載のアンパン・クンバンの所在とアン
ケート調査からみた中部地方および南部地方の主寝
室呼称の使用傾向
1.咸鏡北道、2.咸鏡南道、3.平安北道、4.平安南道、5.黄海道、
6. 江原道、7. 京畿道（ソウル特別市・仁川広域市を含む）、
8. 忠清北道、9. 忠清南道（大田広域市）、10. 慶尚北道（大
邱広域市を含む）、11. 慶尚南道（釜山広域市・蔚山広域
市を含む）、12. 全羅北道、13. 全羅南道（光州広域市を含む）
（道界および道名は大韓民国の現行道制による。済州自治
道および特別市・広域市の境界は省略。佐々木 2007 原図
を改変）
韓国民家における部屋の呼称の地方差について（Ⅱ）
表１. 自宅所在地別にみた主寝室呼称の使用傾向
自宅所在地 全 Ａ Ｋ
全体
164 例
（100%）
112 例
（68.3%）
52 例
（31.7%）
ソウル 59 49 10
仁川広域市 5 5 0
京畿道 32 26 6
中部地方計 96 80 16
江原道 2 2 0
忠清北道 1 1 0
大田広域市 0 0 0
忠清南道 2 1 1
大邱広域市 4 1 3
慶尚北道 1 1 0
釜山広域市 32 13 19
蔚山広域市 6 4 2
慶尚南道 15 6 9
嶺南地方計 58 25 33
全羅北道 2 1 1
光州広域市 0 0 0
全羅南道 3 2 1
済州特別自治道 0 0 0
＊Ａ：アンパン、　Ｋ：クンバン
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Ⅳ . 父母の出身地からみた主寝室呼称の使用傾向
上記の結果をふまえ、次に、回答者（学生）の
父母の出身地にも着目して全体の集計を再度試み
ることにした。
次に示す表 2 は、回答者の父親の出身地を道・
特別市 ･ 広域市レベルに分けて、全 164 例を集計
しなおしたものである 10。それによると、父が中
部地方の 1 道 ･ 2 市の出身とした回答は 38 例に
すぎないという結果になった。これは、現在の自
宅が中部地方にあるとした 96 例に比して、著し
く低い値である。中部地方以外の出身は 126 例で
あり、うち嶺南地方が 62 例、湖南地方が 28 例で、
これらを合わせた南部地方の出身が全体の 54.9％
を占める。
表２. 父の出身地別にみた主寝室呼称の使用傾向
父出身地 全 Ａ Ｋ
全体 164 例 112 例 52 例
ソウル特別市 25 22 3
仁川広域市 3 3 0
京畿道 10 10 0
中部地方計 38 35 3
江原道 8 7 1
忠清北道 10 10 0
大田広域市 2 1 1
忠清南道 8 7 1
＊忠清道
（南北不詳 ) 6 5 1
大邱広域市 3 2 1
慶尚北道 13 9 4
釜山広域市 19 8 11
蔚山広域市 0 0 0
慶尚南道 27 9 18
嶺南地方計 62 28 34
全羅北道 6 2 4
光州広域市 1 0 1
全羅南道 17 12 5
＊全羅道
（南北不詳）
4 3 1
湖南地方計 28 17 11
済州特別自治道 0 0 0
無記入 2 2 0
＊Ａ：アンパン、　Ｋ：クンバン
これらについて、「アンパン」と「クンバン」
の使用傾向をみると、中部地方出身の父をもつ家
庭で「クンバン」の呼称を使用するのは、3 例に
すぎず、大半は「アンパン」と回答している。そ
れに対して、父が嶺南地方出身の家庭では、62
例中の 34 例が、また、湖南地方出身の場合は 28
例中の 11 例が、「クンバン」と回答している。そ
の合計は 45 例にのぼり、「クンバン」の総数 52
例の 86.5％に達する。忠清南 ･ 北道と大田広域市
を含む湖西地方ないし北東部の江原道の出身者を
父にもつ家庭は 34 例で、うち「クンバン」使用
の家庭は 15％弱の 5 例にすぎない。
一方、母親の出身地から同様の集計結果を示し
たのが、表 3 である。こちらは中部地方出身が
43 例で、表 2 でみた父の出身地の場合に比べて、
やや多くなる反面、嶺南（58 例）･ 湖南（22 例）
とも、表 2 よりも若干低い値を示している。湖西
地方（忠清南・北道、大田広域市）と江原道の合
計値は33例で、表2にあらわれた比率と大差ない。
表３. 母の出身地別にみた主寝室の呼称使用傾向
母出身地 全 Ａ Ｋ
全体 164 例 112 例 52 例
ソウル特別市 25 20 5
仁川広域市 3 3 0
京畿道 15 15 0
中部地方計 43 38 5
江原道 7 7 0
忠清北道 7 6 1
大田広域市 1 1 0
忠清南道 10 7 3
＊忠清道
（南北不詳 ) 8 8 0
大邱広域市 2 1 1
慶尚北道 12 7 5
釜山広域市 18 11 7
蔚山広域市 2 2 0
慶尚南道 23 5 18
＊慶尚道 1  1
（南北不詳）
嶺南地方計 58 26 32
全羅北道 3 2 1
光州広域市 1 0 1
全羅南道 13 8 5
＊全羅道
（南北不詳）
5 4 1
湖南地方計 22 14 8
済州特別自治道 0 0 0
無記入 8 5 3
＊Ａ：アンパン、　Ｋ：クンバン
この表 3 でみると、主寝室を「クンバン」とよ
ぶ回答例の中で、母の出身地を嶺南地方とするの
が 32 例、湖南地方が 8 例にとどまり、この両地
方を合わせた南部地方の合計は 40 例で、「クンバ
ン」全体の 76.9％となっている。これは表 2 に比
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べると、やや低い値である。しかし、その差は 5
例にすぎず、その分は回答総数が表 2 よりも 5 例
多い中部地方で 2 例増だったのと、母の出身地欄
の無記入回答が 3 例あったことで相殺されるの
で、この程度の相違は有意のものとは見なしがた
い。したがって、主寝室に対する「クンバン」の
呼称が南部地方で優勢になる傾向は、ここでも明
瞭にみてとることができよう。
次に、父母の出身地方の組み合わせでみると、
嶺南地方同士または湖南出身同士の組み合わせで
の「クンバン」の使用が 37 例を達しており、こ
れは「クンバン」の回答総数の 7 割を超える。し
かし、これら南部地方の中でも、嶺南地方と湖南
地方の間では、やや異なる傾向が現れている。
表４. 父母の出身地方の組み合わせからみた主寝室呼称
の使用傾向
出身地方
Ａ Ｋ 全
父 母
嶺南 嶺南 18 30 48
湖南 湖南 10 7 17
嶺南 湖南 1 1 2
湖南 嶺南 3 0 3
嶺南 中部 6 4 10
嶺南 その他 1 3 4
嶺南 不詳 2 0 2
湖南 中部 1 0 1
湖南 その他 3 0 3
中部 嶺南 1 0 1
中部 湖南 2 0 2
その他 嶺南 5 5 10
その他 湖南 1 0 1
中部 中部 24 1 25
中部 その他 6 0 6
中部 不詳 2 0 2
その他 中部 6 0 6
その他 その他 18 1 19
不詳 その他 1 0 1
不詳 不詳 1 0 1
計 112 52 164
＊Ａ：アンパン、　Ｋ：クンバン
父母の双方もしくはどちらか一方が嶺南地方出
身者である場合、「クンバン」の回答数が 43 例
に上る。これは、この組み合わせの総数（80 例）
の過半数を占めるし、「クンバン」全体の 82.7％
という高率に相当する。内訳は、嶺南地方出身者
同士の組み合わせで 30 例、どちらか一方が嶺南
地方出身者の場合は 13 例が「クンバン」である。
それに対して、父母の双方もしくは一方が湖南
地方出身者である場合は、「クンバン」が 8 例に
とどまる。今回の調査で、この組み合わせが 29
例にすぎなかったことは考慮する必要があるにし
ても、これはかなり低い比率であり、前稿での予
察的な調査に現れた傾向とはやや異なる結果と
なった。
「アンパン」のほうは、出身地不詳の回答と嶺
南地方および湖南地方の出身者を除いた組み合わ
せにおいて、全 56 例のうち、54 例を数えるほか、
父母のどちらか一方に嶺南地方ないし湖南地方の
出身者を含む組み合わせのグループでも、32 例
中の 20 例を占めている。さらに、嶺南地方 ･ 湖
南地方のみの組み合わせのグループにおいても、
70 例のうち、32 例に上っており、この呼称の使
用地域が全国にわたっていることをうかがわせて
いる。
なお、この父母の出身地に関して、さらに詳し
い検討材料を得るため、道名の他に市郡レベルの
地名も記入するよう欄を設けていたが、こちらは
記入数が少なく、有効な分析はできなかった。
ただし、嶺南地方において、釜山 ･ 蔚山の両広
域市 11 を含む慶尚南道出身者同士の組み合わせで
は、「クンバン」24 例に対して、「アンパン」は 5
例にとどまった。大邱広域市を含む慶尚北道出身
者同士の組み合わせでは、「アンパン」5 例に対
して、「クンバン」は 3 例であった。この「アン
パン」5 例については、慶尚北道北半部の聞慶（ム
ンギョン）･ 青松（チョンソン）とともに、中央
部の大邱（テグ）や永川（ヨンチョン）などの地
名が記載されている。
一方、湖南地方の全羅北道出身者同士の組み合
わせは、「アンパン」･「クンバン」各 1 例にすぎ
ないが、光州広域市を含む全羅南道出身者同士の
組み合わせでは、「アンパン」5 例に対して、「ク
ンバン」は 3 例にとどまった。「アンパン」の回
答例には、木浦（モッポ）･ 霊光（ヨングァン）
･ 高興（コフン）、麗水（ヨス）など南海岸の地
名が並んでおり、この地方においても、標準語的
な「アンパン」の呼称が広まっている様子がうか
がわれる。
結び
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この第二次アンケート調査にあたり、標準語的
性格の強い「アンパン」が全国的に優勢であろう
ことは容易に予想され、事実、全体の傾向として、
それが確認された。また、方言的な性格をもった
「クンバン」については、中部地方でこの呼称を
用いる回答者の父母に南部地方出身者が含まれる
場合が多いことも確認された。
しかし、「クンバン」の場合、南部地方の中でも、
南東部の嶺南地方よりは南西部の湖南地方におい
て、より多く維持されているのではないかと予想
していたが、実際には、その予想とは異なる結果
となった。
その一因として、今回の調査で回答を寄せた学
生のうち、湖南関係者よりも嶺南関係者が多かっ
たことも作用していたかと思われる。しかし、慶
尚北道北部ほどではないにしても、相対的に湖南
地方よりも太い交通軸で首都圏と結ばれてきた慶
尚南道の側に「クンバン」の維持傾向がより強く
あらわれたことは、あらたな検討課題を提示する
こととなった。今後、湖南地方について別途調査
を実施し、より詳しい状況を把握したい。また、
本稿では議論に至らなかったが、全羅北道の北に
接する忠清南道において、少数ながら「クンバン」
が現れることにも注意していきたい。
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1
  韓国南東部、現在の大邱（テグ）広域市・慶尚北道と
釜山（プサン）広域市・蔚山（ウルサン）広域市・慶
尚南道を含む地域をいう。それに対し、南西部の全羅
北道と光州（クァンジュ）区域市・全羅南道を含む地
域は湖南（ホナム）地方と呼びならわされてきた。
2
  他に朝鮮半島北東部の関北型民家における「チョンジュ
カン」（정주간）、北西部の関西型民家における「アレッ
パン」（아랫방）があげられている。
3
  同一地域で複数の間取り図が掲載されている場合があ
るが、部屋の呼称はいずれも「アンパン」か「クンバン」
のいずれかの単一表記である。前稿の図１では、一括
して１地点として表示した。
4 板間をはさんで「アンパン」と向かい合う離れ部屋。「コ
ンノバン」（건넌방）ともよばれ、「（板間を）渡った部
屋」という意味を含むことから、邦文文献では「越房」
と意訳されることもある。
5
  朝鮮半島独特の床暖房設備であるオンドルの送熱機構
と結びついた呼称であり、焚き口から２部屋が連続し
て並ぶ場合、焚き口に近い部屋を「アレッパン」（아랫
방、下房の意）、遠い方の部屋を「ウッパン」とよぶこ
とがある。前者はしばしば「アンパン」と同様、主婦
の居室となる。なお、この二つの呼称は、その部屋を
使用する者の序列の上下とは無関係であり、むしろ焚
き口に近い「アレッパン」（下房）の方が暖かく、条件
がよいので、「アンパン」と同様、主婦の部屋となるこ
とが多い。
6
  漢字表記は「舎廊房」。在来様式の間取りでは、男女の
空間的分離を図るため、別棟など、主婦の居室とは隔
たった場所におかれることが多かった。
7
  韓国統計庁『韓国統計年鑑』2010 年版による。
8
  同 2003 年版による。
9
  「父母の部屋」2 例、「1 階部屋」１例。
10
 大韓民国の行政区画は、最上位に「道」、「特別市」（首
都ソウルのみ）、「広域市」（仁川・大田・大邱・光州・
蔚山・釜山の６市）が同格に位置づけられる。各道の
下位に「市」と「郡」、特別市・広域市の下位には「区」
が続くが、嶺南地方の 3 広域市（大邱・蔚山・釜山）は「区」
と「郡」を併置させており、若干変則的な編成となっ
ている。また、「道」の下位にある市の中にも区制を敷
いているところがある。
11
 釜山市は 1963 年、蔚山市は 1995 年に、それぞれ慶尚
南道から分離・昇格した。大邱市は 1981 年に慶尚北道
から、光州市は 1986 年に全羅南道から、それぞれ分離・
昇格した。なお、1995 年以前に各道から分離した市（仁
川・釜山・大田・大邱・光州の 5 市）は当初「直轄市」
に位置づけられたが、1995 年の改編で「広域市」となっ
た。
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한국민가에 있어서 방 호칭의 지역성에 대하여 (II)
- 주된 침실의 호칭으로 본 중부지방과 영남지방 간의 대비를 중심으로 -
사사키 시로오
 （佐々木　史郎）
( 요약 )
  한국민가에 있어서 주된 침실의 호칭으로서는 [ 안방 ] 이라는 말이 표준적으로 많이 쓰여지는데 , 남
부지방을 중심으로 [ 큰방 ] 이라는 호칭도 흔히 쓰여져 왔다 . 본  연구에서는 서울과 부산의 대학생을 대
상으로 설문지 조사를 실시하여、 이들 두 가지 호칭이 주로 어느 지역에서 많이 쓰여지는지를 살펴보면
서 , 그 지역적인 분포 상황을  학생들의 부모 출신지와의 관계도 아울러 검토해 보았다 .
  이번 설문지 조사에서 회수된 총 167 부 가운데 [ 안방 ] 이 112 건 , [ 큰방 ] 이 52 건 , 기타 3 건으로 , 
[ 안방 ] 과 [ 큰방 ] 의 비율은 약 2 대 1 로 나타났다 . 이를 학생들의 자택소재지별로 보면 [ 안방 ] 이라
는 호칭이 서울 , 경기도 등 중부지방을 중심으로 하면서도 전국적으로 널리 분포되었는데 비해 , [ 큰방 ]
은 중부지방 (16 건 ) 과 남부지방 (35 건 ) 등 두 그룹으로 크게 나누어졌다 . 
  이를 부모 출신시별로 다시 집계한 결과 , 중부지방에서　[ 큰방 ] 이라고 부르는 그룹에서는 그 대부
분이 부모의 양쪽 또는 그 한 쪽이 남부지방 출신이었고 , 특히 호남지방 출신이 영남지방 출신을 웃돌았
다 . 그러나 남부지방의 그룹에서는 부모가  호남 출신보다 영남출신이 더 많았으며 ,[ 안방 ] 이라는 호칭
이 호남지방에도 많이 사용되고 있는 사실이 밝혀졌다 .
   
（2012 年 6 月 1 日受理）
